










望・若さ」などは、藤村のロマンティックな精神の反映

とのことです。

（２）作曲は島崎赤太郎（１８７４‐１９３３）です。当時福岡バプテ

スト教会員であった東京音楽学校（東京芸術大学）の、

不破ヒサ子という女学生を通して、キリスト者であった

東京音楽学校教授の島崎赤太郎に作曲が依頼されました。

島崎は、日本最初のオルガニスト、文部省編纂唱歌の編

集委員長、日本教育音楽協会理事長を歴任し、立教大学

校歌や旧制第一高等学校の全寮寮歌などの作曲も手がけ

た人です。

（３）『七十年史』の記載によれば、１９２１年３月９日に、中学

校の第１回卒業式があり、校歌が宣教師 S．F．フルジュム（Fulghum）の指揮の

もとで初めて歌われた、とされています。しかし、今回、残存する卒業式の式次

第を調べたところ、そこには、校歌斉唱の文字が見当たりませんでした。また、

卒業式を報じた新聞記事にも見当たりませんでした。校歌は卒業式に間に合わな

かったのか、目下調査中です。

４．校訓について（創立から１０数年後）

校訓（スクールモットー）は、創立前あるいは創立直後ではなく、かなりの時間を

要して成立しています。校名の決定の際に名前をあげた、東北学院や関西学院におい

てもその事情は同じようです。

（１）東北学院の校訓

東北学院の校訓、“Life, Light and Love for the World”は、大学設置５０周年（１９９９

年）を記念して制定されています。第二代院長のD．B．シュネーダーが、日本基

督教会東北中会の機関紙『神と人』第１７号（１９２３年）に寄稿した「生命（いのち）、

光明（ひかり）、愛」と題した説教に基づいて作られたものです。それ以来、東

北学院を象徴する「３L精神」として受け継がれています。

（２）関西学院の校訓

関西学院の校訓、“Mastery for Service”（奉仕のための練達）は、１９１２年に、第

４代院長 J．L．ベーツが高等学部長に就任した際に提唱したもので、その後、関

西学院全体の校訓になりました。

島崎赤太郎
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ドージャーとモードの写真

（３）西南学院の校訓

西南学院の校訓、“Seinan, Be True to

Christ”（西南よ、キリストに忠実な

れ）は、創立者ドージャーが死の床で

妻のモードに語った遺訓に基づくもの

です（１９３３年５月３１日逝去、５４歳）。

【１９３３年６月５日、ドージャーの妻モード
がミッション・ボードのマッドレーに宛て
た手紙の一部】
Repeatedly in recent weeks Mr. Dozier had said,“My life has been imperfect, but

I have tried to be faithful.”“I am only a sinner saved by Grace.”The last request

he made to the school that he loved more than his own life was,“Tell Seinan

Gakuin to be true to Christ.”

この、「西南よ、キリストに忠実なれ」が、どのようにして校訓と決められたのか

については、『西南学院新聞』等から、その経緯を見ることができます。

『西南学院新聞』第１４号（１９３５．１１．１２）（創立１９年後、ドージャー没後２年）

「誠に慶賀すべしドウヂヤー記念事業の進展」（無署名記事）

「…『西南よ、キリストに忠実なれ』とのあの言葉こそ我等学院に学びし者のす

べてのものの耳朶に刻みつけられ永久に忘るることの出来ざるものである。…」

死後２年後にあって、「西南よ、キリストに忠実なれ」の遺訓が、すでに一定の重み

をなしていることがわかります。

『西南学院新聞』第１８号（１９３６．５．１１）（創立２０年後、ドージャー没後３年）

「創立二十周年に際し創立者の精神を想ふ」（無署名記事）

「…故創立者の教育理想といへば、それは説くまでもなく、基督の精神による教

育である。…学院への遺託が、『西南よ、キリストに忠実なれ』の数語であっ

た…」
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『西南学院新聞』第４０号（１９４０．６．５）（創立２４年後、ドージャー没後７年）

特輯「学院創立の面影」（編輯部）

「…今日、創立時の精神は段々と薄らぎつつある…現在の学生は決して西南スピ

リットをして失はしめてはならない、…強く創立の精神を生かすことこそ重大な

事業ではあるまいか。…『西南よ、キリストに忠実なれ』…の一言こそ学院に関

係する者は誰もが深く味ははねばならぬ言葉でなかろうか。」

１９４１年５月１３日「西南学院創立２５周年祝賀晩餐会」席上感話（創立２５年後、ドー
ジャー没後８年）於：西南会館

出席者波多野培根メモ「建学の精神及び過去廿五年の回顧」ドージャー院長の遺言

１．It is our purpose to make a good school, not a big one.

２．Seinan, be true to Christ.

１９４９年（創立３３年後、ドージャー没後１６年）以降は、『学生便覧』の「大学の設立

趣旨及び沿革」に、建学の精神として、この遺訓が取り上げられるようになります。

このようにみてきますと、校訓の成立に関しては、次のようなことが言えると思い

ます。

（a）創立者の遺訓なので、最初からそれ相応の重みがあった。

（b）繰り返し使用されることで、人々の支持を集め、校訓としての地位を獲得して

いった。

（c）ミッションスクールの校訓とするにふさわしい真理契機（要素）が含まれて

いた。

ご清聴ありがとうございました。

この原稿は、２０１５年１０月２４日に西南学院大学博物館で行われた西南学院高校同窓会「輝西会」での
シンポジウムをもとにして紀要に掲載するために改めて執筆を依頼したものである。
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